
市報
◆
報
告
第
１
～
８
号
　
専
決
処
分
の

報
告

◆
議
案
第
１
号
　
野
田
市
議
会
の
議

員
の
議
員
報
酬
及
び
費
用
弁
償
等
に

関
す
る
条
例
等
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
の
制
定
　
人
事
院
勧
告
を
受
け

て
、
一
般
職
の
職
員
の
期
末
手
当
及

び
勤
勉
手
当
の
支
給
割
合
が
改
定
さ

れ
る
こ
と
並
び
に
諸
般
の
事
情
を
考

慮
し
、
議
員
及
び
常
勤
の
特
別
職
並

び
に
教
育
長
の
期
末
手
当
の
支
給
割

合
の
改
定

◆
議
案
第
２
号
　
野
田
市
一
般
職
の

職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
等
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
　
人
事

院
勧
告
を
受
け
て
、
国
家
公
務
員
の

給
与
が
改
定
さ
れ
る
こ
と
及
び
諸
般

の
事
情
を
考
慮
し
、
給
料
表
並
び
に

期
末
手
当
及
び
勤
勉
手
当
の
支
給
割

合
の
改
定
等

◆
議
案
第
３
号
　
野
田
市
農
業
委
員

会
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
の
制
定
　
字
区
域
の
変
更
及

び
設
定
に
伴
い
、
新
大
字
と
し
て
桜

木
が
設
け
ら
れ
る
た
め
、
選
挙
区
に

追
加

◆
議
案
第
４
号
　
野
田
市
火
災
予
防

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制

定
　
住
宅
用
防
災
機
器
の
設
置
及
び

維
持
に
関
す
る
条
例
の
制
定
に
関
す

廃
止
　
路
線
整
理
の
た
め
、
廃
止

◆
議
案
第
９
号
　
平
成
　
年
度
野
田

２２

市
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
２
号
）　

◆
議
案
第
　
号
　
平
成
　
年
度
野
田

１０

２２

市
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
補
正
予

算（
第
３
号
）

◆
議
案
第
　
号
　
平
成
　
年
度
野
田

１１

２２

市
下
水
道
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
２
号
）

◆
議
案
第
　
号
　
平
成
　
年
度
野
田

１２

２２

市
介
護
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
２
号
）

◆
議
案
第
　
号
　
平
成
　
年
度
野
田

１３

２２

市
次
木
親
野
井
特
定
土
地
区
画
整
理

事
業
特
別
会
計
補
正
予
算（
第
１
号
）

◆
議
案
第
　
号
　
平
成
　
年
度
野
田

１４

２２

市
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
補
正

予
算（
第
２
号
）

　
平
成
　
年
第
４
回
定
例
市
議
会
は
、　
月
　
日
か
ら

２２

11

30

　
月
　
日
ま
で
の
会
期
で
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
議

12

20

会
で
は
、
公
共
下
水
道
浅
間
下
排
水
ポ
ン
プ
場
の
建
設

工
事
委
託
の
基
本
協
定
締
結
や
、
来
春
、
川
間
駅
北
口

に
開
設
予
定
の
民
間
保
育
所
の
整
備
費
用
を
補
助
す
る

補
正
予
算
案
な
ど
、　
議
案
を
上
程
し
審
議
さ
れ
て
い

14

ま
す
。

平
成
　
年
第
４
回
定
例
市
議
会

２２
 浅
間
下
排
水
ポ
ン
プ
場
建
て
替

浅
間
下
排
水
ポ
ン
プ
場
建
て
替
ええ
やや

川
間
駅
北

　
　
川
間
駅
北
口口
のの
民
間
保
育
所

民
間
保
育
所
整
備
整
備
をを
含
む
含
む

補
正
予

　
　
　
　
　
　
　
補
正
予
算算
案案
なな
　
　
どど 
　
議
案
議
案
をを
上
程
上
程

１４１４

る
基
準
を
定
め
る
省
令

が
改
正
さ
れ
た
こ
と
に

伴
い
、
条
例
の
規
定
を

整
備

◆
議
案
第
５
号
　
野
田
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　わたしたち野田市民は、日本国憲法、地方自治法の基本理
念に則り、地域の個性を生かしながら、基本的人権を尊重し、
平和を尊ぶ野田らしいまちづくりに懸命に努力を続けている。
　日本国憲法、地方自治法施行５０周年の節目の年にあたり、
わたしたちは、両法の重要性を再認識するとともに、市民憲
章の精神、平和祈念碑の碑文の精神を育みつつ、豊かな自然
と歴史を生かした健康な文化都市を目指すために、ここに野
田市を「個性豊かなまちづくりを行う人権・平和尊重都市」
とすることを宣言する。 （平成９年５月５日）

個性豊かなまちづくりを行う
人権・平和尊重都市宣言

市
手
数
料
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
の
制
定
　
地
方
公
共
団
体
の
手

数
料
の
標
準
に
関
す
る
政
令
の
改
正

に
伴
い
、
消
防
に
関
す
る
手
数
料
の

う
ち
、
貯
蔵
所
の
設
置
の
許
可
の
申

請
に
対
す
る
審
査
手
数
料
等
に
つ
い

て
、
手
数
料
の
額
を
引
き
下
げ

◆
議
案
第
６
号
　
野
田
市
公
共
下
水

道
浅
間
下
排
水
ポ
ン
プ
場
の
建
設
工

事
委
託
に
関
す
る
基
本
協
定
の
締
結

　
野
田
市
公
共
下
水
道
浅
間
下
排
水

ポ
ン
プ
場
の
建
設
工
事
委
託
に
関
し

て
、
日
本
下
水
道
事
業
団
と
の
基
本

協
定
の
締
結
に
つ
い
て
、
議
決
を
求

め
る

◆
議
案
第
７
号
　
野
田
市
道
路
線
の

認
定
　
路
線
整
理
の
た
め
、
認
定

◆
議
案
第
８
号
　
野
田
市
道
路
線
の
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  皇皇
室室
かか
　
　
らら

贈
ら
れ
た

品

 
贈
ら
れ
た
 　
　
   品
々々
のの

特
別

　
　
　
　
　
 特
別
展展
とと
平
和
平
和
講
演
会

講
演
会

　
鈴
木
貫
太
郎
翁
は
、
侍
従
長
を
経

て
、
昭
和
　（
１
９
４
５
）年
か
ら
内

20

閣
総
理
大
臣
を
務
め
、
終
戦
と
と
も

に
辞
職
を
し
た
今
日
の
平
和
の
礎
を

築
い
た
人
物
で
す
。

　
晩
年
は
酪
農
の
普
及
な
ど
、
故
郷

関
宿
の
地
域
振
興
に
も
貢
献
さ
れ
ま

　
市
で
は
、
今
日
の
平
和
の
礎
を
築
い
た
鈴
木
貫
太
郎
翁

の
遺
徳
を
し
の
ぶ
と
と
も
に
、
市
民
一
人
ひ
と
り
に
平
和

の
大
切
さ
を
再
認
識
し
て
も
ら
お
う
と
、鈴
木
貫
太
郎
記
念

館
特
別
展「
新
収
蔵
品
展
」と
平
和
講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。

　
保
育
所
と
学
童
保
育
所
の
平
成
　23

年
４
月
入
所
児
童
を
募
集
し
ま
す
。

　
申
込
用
紙
の
配
布
は
、　
月
　
日
鐘

12

22

か
ら
で
、受
付
は
　
年
１
月
５
日
鐘
か

23

ら
２
月
　
日
障
ま
で（
南

10

部
第
三
・
宮
崎
第
二
・
み

ず
き
第
二
学
童
は
３
月
　15

鍾
ま
で
）の
８
時
　
分
か

30

ら
　
時
　
分
ま
で（
土
・

17

15

日
・
□祝 
を
除
く
）で
す
。

　
申
込
用
紙
の
配
布
と

受
付
は
、保
育
課
、児
童

家
庭
課
、関
宿
支
所
、各

出
張
所
で
す
。
そ
の
ほ

か
、認
可
保
育
所
で
は
、

保
育
所
用
申
請
書
の
配

布
・
受
付
と
学
童
用
申

請
書
の
配
布
、
学
童
保

育
所
で
は
学
童
用
申
請

書
の
配
布
を
行
い
ま
す
。

　
結
果
は
　
年
３
月
上

23

旬
に
通
知
予
定
で
す
。

【
問
合
せ
】保
育
課
、学
童

保
育
所
は
児
童
家
庭
課

■認可保育所一覧

公　立私立
学
童
保
育
所
名

岩
木

尾
崎

川
間

木
間
ケ
瀬

清
水

関
宿
中
央

東
部

七
光
台

野
田

福
田

二
ツ
塚

宮
崎

柳
沢

山
崎

岩
木
第
二
 ※

尾
崎
第
二
 ※

三
ケ
尾
　
 ※

清
水
第
二
 ※

関
宿
　
　
 ※

関
宿
中
央
第
二
※

七
光
台
第
二
※

南
部
　
　
 ※

野
田
第
二
 ※

二
川
　
　
 ※

北
部
　
　
 ※

み
ず
き
　
 ※

（
仮
称
）み
ず
き
第
二
※
２

（
仮
称
）宮
崎
第
二
※
２

柳
沢
第
二
 ※

山
崎
第
二
 ※

南
部
第
二
 ※

（
仮
称
）南
部
第
三
 ※
２

所
在
地

岩
名
二
丁
目
　
 ―
 　

１０

１７

尾
崎
１
４
１
５

中
里
　
 ―
 ９

５５６

木
間
ケ
瀬
３
６
４
０

清
水
　７７３

東
宝
珠
花
　
 ―
 １

２３４

鶴
奉
　
 ―
 １

２６９

七
光
台
　
 ―
 ２

１２６

野
田
　
 ―
 ２

５３５

木
野
崎
１
６
５
４
 ―
 　３９

二
ツ
塚
　４８８

宮
崎
　
 ―
 ５

６２

柳
沢
　１３９

山
崎
２
７
４
２
 ―
 ５

岩
名
二
丁
目
　
 ―
 １

１２

尾
崎
１
４
１
５

西
三
ケ
尾
　９８８

清
水
　７７３

関
宿
台
町
　１７１

東
宝
珠
花
　
 ―
 １

２３４

七
光
台
　
 ―
 １

２０

山
崎
１
７
３
６

野
田
　６１１

桐
ケ
作
　４６４

谷
津
　
 ―
 １

２５

み
ず
き
三
丁
目
２
 ―
 ３

み
ず
き
小
敷
地
内
を
予
定

宮
崎
小
敷
地
内
を
予
定

柳
沢
　１３９

山
崎
２
７
３
３

山
崎
１
２
４
９
 ―
 　２５

南
部
第
二
隣
接
地
を
予
定

電
話
番
号

☎
７
１
２
９
・
７
５
０
３

☎
７
１
２
７
・
１
７
６
１

☎
７
１
２
９
・
５
６
８
７

☎
７
１
９
８
・
７
２
７
１

☎
７
１
２
５
・
１
６
７
２

☎
７
１
９
８
・
８
２
７
０

☎
７
１
２
２
・
２
４
１
６

☎
７
１
２
７
・
４
８
０
８

☎
７
１
２
２
・
６
３
７
７

☎
７
１
３
８
・
２
３
７
２

☎
７
１
２
３
・
１
７
１
７

☎
７
１
２
４
・
９
１
０
５

☎
７
１
２
２
・
１
３
６
１

☎
７
１
２
１
・
４
０
３
０

☎
７
１
２
７
・
２
１
７
３

☎
７
１
２
９
・
８
６
７
６

☎
７
１
３
８
・
１
２
１
３

☎
７
１
２
３
・
４
７
８
０

☎
７
１
９
６
・
５
５
３
５

☎
７
１
２
０
・
４
１
８
０

☎
７
１
２
８
・
１
３
３
０

☎
７
１
２
３
・
３
１
４
４

☎
７
１
２
３
・
２
７
５
２

☎
７
１
９
６
・
３
７
７
９

☎
７
１
２
５
・
５
３
３
４

☎
７
１
２
５
・
４
４
５
１

未
　
定

未
　
定

☎
７
１
２
５
・
８
６
７
１

☎
７
１
２
５
・
２
５
６
３

☎
７
１
２
１
・
７
１
２
０

未
　
定

開
所
時
間

小学校下校時刻～１８時３０分
土曜日や夏休みなどの期間は８時～１８時３０分

小学校下校時刻～１９時
土曜日や夏休みなどの期間は８時～１９時
※は社会福祉協議会などに委託または委託予定。※２は社会福祉協議会などに委託し、４月開所予定。

■学童保育所一覧

し
た
。

　
市
で
は
、
市
制
施
行
　
周
年
記
念

60

事
業
と
し
て
、
昨
年
　
月
、
翁
の
ご

12

遺
族
か
ら
寄
贈
を
受
け
た
　
点
を
、

22

平
成
　
年
１
月
　
日
土
か
ら
　
日
鞘

23

15

28

ま
で
、
鈴
木
貫
太
郎
記
念
館
特
別
展

「
新
収
蔵
品
展
」
で
公
開
し
ま
す
。

平
和
講
演
は
関
宿
総
合
公
園
体
育
館
で

　
ま
た
、
１
月
　
日
上
　
時
　
分
か

15

13

30

ら
　
時
ま
で
は
、
関
宿
総
合
公
園
体

15
育
館
で
、
鈴
木
貫
太
郎
翁
を
し
の
び

つ
つ
平
和
の
大
切
さ
を
再
認
識
す
る

た
め
、 半
  藤
  一
  利
 氏（
作
家
）
に
よ
る

は
ん
 ど
う
 か
ず
 と
し

平
和
講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。

　
定
員
は
　
人
で
、入
場
は
無
料
で
す
。

390

【
問
合
せ
】
社
会
教
育
課
、
平
和
講

演
会
は
企
画
調
整
課

公　立私　立

保
育
所
名

木
間
ケ
瀬

東
部

中
根

花
輪
　
 　
※
１

福
田

北
部

乳
児

あ
た
ご
 　
※
２

尾
崎
　
 　

※
２

古
布
内
 　

※
２

清
水
　
 　

※
２

南
部
　
 　

※
２

聖
華
保
育
園

コ
ビ
ー
プ
リ
ス
ク

ー
ル
の
だ
保
育
園

コ
ビ
ー
プ
リ
ス
ク
ー

ル
せ
き
や
ど
保
育
園

ア
ス
ク
七
光
台

保
育
園

（
仮
称
）ア
ス
ク
川

間
保
育
園
　

※
３

定
員　９０　１２０　２００　１５０　１２０　１２０　６０　１５０　１５０　９０　１２０　１５０　６０　６０　６０　６０未

定

所
在
地

木
間
ケ
瀬
３
１
５
２
 ―
 １

鶴
奉
　２２８

中
根
　
 ―
 １

３０

上
花
輪
新
町
　１４

木
野
崎
１
６
４
８
 ―
 ６

谷
津
　
 ―
 ２

６８２

中
野
台
　１７

野
田
　
 ―
 　

７６６

５８

尾
崎
１
７
１
４

古
布
内
１
５
２
６
 ―
 １

清
水
　８８１

山
崎
１
２
１
４

上
三
ケ
尾
　
 ―
 １

４５４

中
野
台
　
 ―
 ２

５６４

次
木
　
 ―
 １

２７９

谷
津
　３６７

尾
崎
　
 ―
 １（
旧
マ

８５３

ル
ゴ
川
間
店
２
階
）

電
話
番
号

☎
７
１
９
８
・
３
８
２
５

☎
７
１
２
２
・
７
１
５
８

☎
７
１
２
２
・
５
７
４
１

☎
７
１
２
２
・
１
７
７
０

☎
７
１
３
８
・
０
５
７
７

☎
７
１
２
５
・
４
６
９
７

☎
７
１
２
４
・
２
２
２
４

☎
７
１
２
２
・
２
６
７
３

☎
７
１
２
９
・
２
０
０
９

☎
７
１
９
６
・
１
８
８
０

☎
７
１
２
２
・
５
０
５
０

☎
７
１
２
４
・
２
２
２
１

☎
７
１
３
８
・
２
７
７
５

☎
７
１
２
１
・
０
１
１
５

☎
７
１
３
６
・
２
２
１
１

☎
７
１
２
６
・
５
２
２
１

未
定
（
　
年
４
月
開
所
予
定
）

２３

保
育
年
齢

生
後
６
か
月
～

生
後
　
日
目
～
２
歳

５７

１
歳
～（
４
月
１
日
現
在
）

生
後
６
か
月
～

生
後
　
日
目
～

５７

開
所
時
間

７
時
～
　
時
１９

７
時
～
　
時
２０

７
時
～
　
時
２１

（
土
は
　
時
）

１８

７
時
～
　
時
２０

（
土
は
　
時
）

１８

７
時
～
　
時
２０

※１は２４年度から指定管理者制度を導入／※２は指定管理者（民間会社）が運営
※３は４月開所予定

保
育
保
育
所所
とと
学
童
保
育

学
童
保
育
所所
でで

　
　
  来
春
来
春
のの
入
所
児
募

入
所
児
募
集集

■関宿総合公園体育館案内図 ■鈴木貫太郎記念館案内図 市
制
施
行
　
周
年
記
念
事
業

６０

鈴
 木
 家

ゆ
か
り
の

　
新
収
蔵
品
は
、侍
従
次
長
を
務
め
た

鈴
木
一
氏（
貫
太
郎
翁
の
長
男
）が
天

皇
家
か
ら
頂
い
た
も
の
が
中
心
で
す
。

　
中
で
も
、「
皇
后
宮
か
ら
」と
箱
書
き

の
あ
る「
 葆
  光
  彩
  磁
  葡
  萄
  紋
  様
 花
瓶
」

ほ
 こ
う
 さ
い
 じ
 
ぶ
 ど
う
 も
ん
 よ
う

は
、陶
芸
家
と
し
て
初
の
文
化
勲
章
を

受
賞
し
た
、 板
  谷
  波
  山
 の
作
品
で
す
。

い
た
 や
 
は
 ざ
ん

　
ま
た
、
純
銀
製
の
「
御
紋
付
銀
杯
」

や
昭
和
天
皇
在
位
　
周
年
記
念
の
配

60

布
品
「
御
紋
付
菓
子
入
」、
御
紋
付
盃

な
ど
も
展
示
し
ま
す
。

板谷波山作の葆光彩磁 
葡萄紋様花瓶／大正９年 



距

　
人
事
行
政
の
運
営
状
況
の
概
要
を
、

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
詳
細
は
、情
報
公
開
コ
ー
ナ
ー（
市

役
所
３
階
）
と
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
公
表
し
て
い
ま
す
。

◆
職
員
数
と
任
免
の
状
況

○
職
員
数
の
推
移（
各
年
度
４
月
１
日
現
在
）

（注）特別職、教育長
を除く常勤の職員

○
採
用
状
況（
　
年
度
）

２１

○
勤
務
成
績
の
評
定

　
地
方
公
務
員
法
第
　
条
の
規
定
に
よ

40

り
、
毎
年
１
回
全
職
員
（
特
別
職
の
職

員
や
教
育
長
、
臨
時
職
員
を
除
く
）
の

勤
務
評
定
を
実
施
し
、結
果
は
勤
勉
手

当
へ
の
反
映
の
ほ
か
、研
修
や
人
事
異

◆
分
限
と
懲
戒
の
状
況

○
分
限
処
分

　
病
気
で
勤
務
に
耐
え
ら
れ
な
い
な

ど
の
事
由
が
あ
る
場
合
、
地
方
公
務

員
法
第
　
条
の
規
定
に
よ
り
、降
任
、

28

免
職
、休
職
、降
給
の
処
分
を
す
る
も

の
で
、　
年
度
は
休
職
　
人
で
し
た
。

21

11

○
懲
戒
処
分

　
職
務
上
の
義
務
違
反
や
全
体
の
奉

的
に
保
養
施
設
の
利
用
、
ス
ポ
ー
ツ
・

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
事
業
の
実
施
に
対

す
る
助
成
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
千
葉
県
市
町
村
職
員
共
済
組

合
で
、短
期
給
付（
医
療
関
係
な
ど
）・長

期
給
付（
年
金
関
係
）・福
祉（
人
間
ド
ッ

ク
な
ど
）の
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

◆
野
田
市
公
平
委
員
会
の
報
告

　
公
平
委
員
会
に
提
出
さ
れ
た
勤
務

条
件
に
関
す
る
措
置
の
要
求
、
不
利

益
な
処
分
の
不
服
申
立
て
は
、　
年
21

度
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

※
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
は
、部
門
別
の

職
員
数
、職
員
削
減
計
画
の
数
値
目
標
と

進
捗
状
況
、主
な
休
暇
・
休
業
制
度
、夏
季

休
暇
・
看
護
休
暇
・
育
児
休
業
・
部
分
休

業
の
取
得
状
況
を
加
え
て
公
表
し
ま
す
。

　
な
お
、
職
員
の
給
与
の
状
況
は
、　２３

年
２
月
の
市
報
に
掲
載
予
定
で
す
。

【
問
合
せ
】
人
事
課

研
修
機
関
な
ど
に
委
託
や
派
遣
を
し

て
研
修
を
実
施
し
、
職
員
の
能
力
向

上
・
人
材
育
成
に
努
め
て
い
ま
す
。

◆
勤
務
時
間
の
状
況

○
一
般
職
の
標
準
的
勤
務
時
間

◆
研
修
と
勤
務
成
績
の
評
定

○
研
修（
　
年
度
）

２１

　
職
務
上
の
階
層
ご
と
に
行
う
一
般

研
修
、
特
定
分
野
を
重
点
的
、
研
究

的
に
行
う
特
別
研
修
の
ほ
か
、
国
や

動
の
資
料
と
し
て
活
用
し
て
い
ま
す
。

◆
福
祉
と
利
益
の
保
護
の
状
況

○
健
康
管
理
の
状
況（
　
年
度
）

２１

　
職
員
の
健
康
保
持・増
進
と
疾
病
予

防
の
た
め
、定
期
健
康
診
断
、破
傷
風
予

防
接
種
、V
D
T
作
業
職
員
健
康
診
断
、

産
業
医
に
よ
る
健
康
相
談
、メ
ン
タ
ル
へ

ル
ス（
心
の
相
談
）を
実
施
し
て
い
ま
す
。

○
福
利
厚
生（
　
年
度
）

２１

　
職
員
の
健
康
保
持
、元
気
回
復
を
目

◆
採
用
試
験
の
状
況（
　
年
度
）

21

○
事
由
別
退
職
の
状
況（
　
年
度
）

２１

仕
者
と
し
て
ふ
さ
わ
し
く
な
い
非
行

が
あ
っ
た
場
合
、
地
方
公
務
員
法
第

　
条
の
規
定
に
よ
り
、
戒
告
、
減
給
、

29停
職
、免
職
の
処
分
を
す
る
も
の
で
、

　
年
度
は
該
当
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

21◆
服
務
の
状
況

○
年
次
有
給
休
暇
の
取
得
状
況（
　
年
度
）

２１

職
員
数
や
勤
務
時
間
な
　

　
ど 
を
公
表

区
　
分

一
　
般

行
政
職

（
上
級
）

一
　
般

行
政
職

（
初
級
）

土
　
木

技
術
職

保
健
師

管
   理

栄
養
士

消
防
士

計

申
込

者
数

　
人
１７５　

人
２５　

人
１２　

人
１６７

人
　
人
１７　

人
２５２

第
１
次

受
験
者

数（
A
）

　
人
１３５　

人
２２６

人
　
人
１０６

人
　
人
１４　

人
１９３

第
１
次

合
　
格

者
　
数

　
人
５９　

人
１４５

人
４
人

４
人

９
人
　
人
９５

第
２
次

合
　
格

者
　
数

　
人
３１８

人
４
人

２
人

３
人

７
人
　
人
５５

最
　
終

合
格
者

数（
B
）

　
人
２２４

人
３
人

２
人

２
人

５
人
　
人
３８

競
争
率

（
A
/
B
）

６
・
１
倍

５
・
５
倍

２
・
０
倍

５
・
０
倍

３
・
０
倍

２
・
８
倍

５
・
１
倍

年
　
度

　１８　１９　２０　２１　２２

人
　
数

千
　
人
 

２３８
千
　
人
 

２０９
千
　
人
 

１７１
千
　
人
 

１３６
千
　
人
 

１２２

区
　
　
分

職
種

計

一
般
行
政
職
 

保
健
師
 

管
理
栄
養
士
 

保
健
師
又
は
看
護
師
 

（
育
休
任
期
付
職
員
）

消
防
士
 

採
用
者
数

６
人
 

２
人
 

１
人
 

２
人
 

３
人
 

　
人
 

１４

区
　
  分

定
年
退
職
 

勧
奨
退
職
 

そ
 の
 他
 

計
 

人
    数

　
人
 

２２　
人
 

１３　
人
 

１４　
人
 

４９

勤
務
時
間
 

勤
務
時
間
の
割
振
り
 

休
憩
時
間
 

勤
務
を
要
し
な
い
日
 

１
週
間
に
つ
き
 

　
時
間
　
分
 

３８

４５

８
時
　
分
か
ら
 

３０

　
時
　
分
ま
で
 

１７

１５

正
午
か
ら
 

　
時
ま
で
 

１３日
曜
日
・
土
曜
日
 

対
象
職
員
数（
Ａ
） 

付
与
日
数（
Ｂ
） 

取
得
日
数（
Ｃ
） 

平
均
取
得
日
数
 

（
Ｃ
／
Ａ
） 

取
得
率（
Ｃ
／
Ｂ
） 

千
　
人
 

６０
４
万
千
　
・
６
日
 

７３１

１
万
４
千
　
・
３
日
 

２４

　
・
２
日
 

１３　
・
６
％
 

３３

区
　
分
 

一
般
研
修
 

特
別
研
修
 

委
託
研
修（
派
遣
研
修
）

自
己
啓
発（
通
信
教
育
）

受
講
者
数

　
人
 

１５１　
人
 

７３９　
人
 

１０１　
人
 

１７

氏　名職　種

石山　信雄電 気 工 事 職

磯山　　信建 築 塗 装 職

井上　匡子美 容 職

大熊　茂夫家 電 販 売 職

大塚　達夫畳 職

逆井　　進自動車整備職

清信　哲男電 気 工 事 職

倉持　信弘理 容 職

齊藤　好俊左 官 職

杉山　峰雄電 気 工 事 職

中関　俊雄自動車整備職

中野　惠子美 容 職

中山　太一郎製 菓 職

古橋　勝巳理 容 職

　
 　
人
を
技
能
功
労
者
と
し
て
表
彰

14
　
市
で
は
、優
れ
た
技
能
を
持
ち
、

後
進
の
指
導
や
育
成
、
市
民
生
活

の
向
上
・
発
展
に
尽
力
さ
れ
た
皆

さ
ん
を
表
彰
し
て
い
ま
す
。

　
平
成
　
年
度
野
田
市
技
能
功
労

22

者
と
し
て
、
次
の
皆
さ
ん
を
　
月
12

２
日
に
表
彰
し
ま
し
た
。

【
問
合
せ
】
商
工
課

（五十音順・敬称略）



鋸

距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距

今期は里今期は里見見女流女流名人（左）名人（左）にに清水清水元女流元女流名人（右）名人（右）がが挑む挑む（今年1月撮（今年1月撮影影））

　
　
月
は
、
大
掃
除
な
ど
で
特
に
ご

12
み
や
資
源
物
が
多
く
出
る
時
期
で
す

が
、
仕
事
の
都
合
や
資
源
回
収
の
日

程
な
ど
に
よ
り
、
地
域
の
資
源
回
収

■西三ケ尾（不燃物仮置き場）の回収所案内図 ■古布内（関宿クリーンセンター隣地）の回収所案内図

日
に
出
せ
ず
、
翌
年
ま

で
家
に
置
い
て
し
ま
う

場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
市
で
は
、

野
田
市
再
資
源
化
事
業

協
同
組
合
の
協
力
を
得

て
、　
月
　
日
土
と
　

12

25

26

日
日
、
い
ず
れ
も
９
時

か
ら
正
午
ま
で
と
、　13

時
か
ら
　
時
ま
で
、
臨

16

時
の
資
源
物
回
収
所
を

設
置
し
ま
す
。

　
場
所
は
、
不
燃
物
仮

置
き
場
（
西
三
ケ
尾
　410

 
２
）
と
関
宿
ク
リ
ー

ン
セ
ン
タ
ー
隣
地
（
古

布
内
１
９
４
４
 
２
）

で
す
。

　
対
象
と
な
る
資
源
物

は
、
紙
類（
新
聞
や
雑

誌
、ダ
ン
ボ
ー
ル
な
ど
）、

布
類
、
び
ん
類
、
空
き

缶
・
金
属
類
、
ペ
ッ
ト

ボ
ト
ル
で
す
の
で
、
搬

入
時
に
は
品
目
ご
と
に

分
類
し
て
お
持
ち
く
だ

さ
い
。

【
問
合
せ
】清
掃
計
画
課

－

－

臨
時
の
資
源
物
回
収
所
を
設
置

 女
流
名
人
位

女
流
名
人
位
戦戦
のの
大
盤
解
説
会

大
盤
解
説
会

関
     関
根根
名名
　
　
人人

記
念
館

 
記
念
館
でで
対
局
対
局
観
戦
観
戦
もも
 

　
市
で
は
、
平
成
　
年
１
月
　
日
日

23

30

　
時
か
ら
　
時（
予
定
）
ま
で
、
い
ち

13

17

い
の
ホ
ー
ル
５
階
の
「
関
根
名
人
記

念
館
」
対
局
室
を
会
場
と
し
て
、
里

見
香
奈
女
流
名
人
と
挑
戦
者
の
清
水

市
代
女
流
六
段
に
よ
る
「
第
　
期
女

37

流
名
人
位
戦
」
を
開
催
し
ま
す
。

　
そ
こ
で
、２
人
の
対
局
を
楽
し
ん
で

い
た
だ
こ
う
と
、
当
日
行
う
大
盤
解

説
会
の
入
場
希
望
者
を
募
集
中
で
す
。

　
大
盤
解
説
会
は
、
４
階
の
関
宿
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
会
館
・
ホ
ー
ル
で
行
い
ま

す
が
、　
時
か
ら
は
対
局
の
観
戦（
５

13

分
程
度
）に
も
参
加
い
た
だ
け
ま
す
。

　
希
望
者
は
、１
月
　
日
月
必
着
で
、

17

往
復
は
が
き（
１
枚
で
１
人
入
場
可
）

　
市
の
基
本
的
な
方
向
性
を
示
す
計

画
や
条
例
を
策
定
す
る
際
に
、市
で
は

市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
意
見
を
募
集
し
、

施
策
に
反
映
さ
せ
る「
パ
ブ
リ
ッ
ク
・

コ
メ
ン
ト
手
続
」を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
７
月
に
は
、「
住
民
投
票
条
例
の
制

定
に
関
す
る
基
本
方
針
」
を
定
め
る

た
め
同
手
続
を
実
施
し
、
８
人
か
ら

合
計
　
件
の
ご
意
見
を
い
た
だ
き
、

42

　
月
に
決
定
し
た
、
同
方
針
に
基
づ

11い
て
、「
野
田
市
住
民
投
票
条
例

（
案
）」を
作
成
し
ま
し
た
。

　
そ
こ
で
、同
条
例（
案
）に
対
す
る
ご

意
見
を
皆
さ
ん
か
ら
募
集
し
ま
す
。

◆
フ
ァ
ク
ス
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も

　
意
見
の
提
出
期
間
は
、　
月
　
日

12

16

木
か
ら
平
成
　
年
１
月
　
日
月
ま
で

23

17

で
す
。
条
例（
案
）は
、
企
画
調
整
課

か
市
役
所
と
い
ち
い
の
ホ
ー
ル
の
行

政
資
料
コ
ー
ナ
ー
、各
公
民
館
、各
図

書
館
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
閲
覧

で
き
ま
す
。

　
提
出
方
法
は
、
所
定
の
用
紙
か
任

意
の
書
式
で
直
接
持
参（
土
・
日
・
□祝 

年
末
年
始
を
除
く
）か
、
閲
覧
場
所
に

あ
る
意
見
投
函
箱
に
投
函
、市
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
提
出
の
ほ
か
、フ
ァ
ク

ス（
思
７
１
２
２
 
１
５
５
７
）、郵

送（
　
年
１
月
　
日
の
消
印
有
効
）

23

17

で
、「
野
田
市
住
民
投
票
条
例（
案
）に

対
す
る
意
見
」
と
明
記
し
、
〒
　
 
278

８
５
５
０
野
田
市
役
所
企
画
調
整
課

へ
お
送
り
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
意
見
の
概
要
や
、
意
見
に

対
す
る
市
の
考
え
方
な
ど
は
、
個
人

情
報
を
除
い
て
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
公
表
し
ま
す
。

【
問
合
せ
】
企
画
調
整
課

－

－

  住
民
投
票
条
例

住
民
投
票
条
例
案案
にに

皆

　
　
 　
皆
ささ
んん
のの
ご
意
見

ご
意
見
をを

に
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
電
話
番
号
・
返

信
用
の
あ
て
先
を
明
記
し
、〒
　
 
８

278

５
５
０
野
田
市
役
所
商
工
課「
大
盤

解
説
会
」係
へ
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

　
応
募
者
多
数
の
場
合
は
、
抽
選
と

さ
せ
て
い
た
だ
き
、
入
場
の
可
否
は

返
信
用
は
が
き
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

【
問
合
せ
】
商
工
課

－

乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙



漁

（
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
）
を
作
成
、
公
表

し
、　
年
度
決
算
か
ら
は
、
国
の
示

20

し
た
「
総
務
省
方
式
改
訂
モ
デ
ル
」

に
基
づ
き
、
水
道
や
国
民
健
康
保
険

な
ど
の
特
別
会
計
と
、
土
地
開
発
公

社
や
開
発
協
会
な
ど
の
会
計
を
含
め

た
「
連
結
財
務
４
表
」
を
作
成
し
、

公
表
し
て
い
ま
す
。

【
問
合
せ
】
財
政
課

　
現
在
の
地
方
公
共
団
体
の
公
会
計

制
度
は
、
年
ご
と
の
現
金
の
動
き
が

わ
か
り
や
す
い
反
面
、
次
世
代
に
引

き
継
が
れ
る
資
産
や
負
債
の
ほ
か
、

行
政
サ
ー
ビ
ス
に
必
要
な
コ
ス
ト
の

情
報
が
不
足
し
て
い
る
と
い
う
欠
点

が
あ
り
ま
し
た
。

　
そ
こ
で
、
平
成
　
年
度
決
算
か
ら

１１

市
独
自
の
普
通
会
計
貸
借
対
照
表

 新
公
会
計
制
度
に
基
づ
く
財
務
書
類
を
作

新
公
会
計
制
度
に
基
づ
く
財
務
書
類
を
作
成成

　
 市市
のの
財
政
状

財
政
状
況況
をを
分
析
分
析

２１年度決算■連結貸借対照表
 　連結貸借対照表とは、会計年度末の市の資産と、その資産をどのような財
源（負債・純資産）で賄ったかを表したものです。資産と負債・純資産を左右
に分け、その合計が均衡していることからバランスシートと呼ばれます。
（平成２１年度末）　　　　　　　　　　　　　　　               　　　　　　        （単位：百万円）

金額 【負債の部】金額 【資産の部】
８４，１３８１．固定負債２５２，７０２１．公共資産　　 
６４，０２３（１）地方公共団体地方債等２４８，７９０（１）有形固定資産
６，５６３（２）関係団体地方債等３，８０５（２）無形固定資産
１，０６２（３）長期未払金１０７（３）売却可能資産
１２，３６５（４）引当金
１２５（５）その他６，６７７２．投資等

１（１）投資及び出資金
９，８０５２．流動負債３１３（２）貸付金
６，９５５（１）翌年度償還予定地方債等３，７２３（３）基金等
７７０（２）短期借入金３，７８８（４）長期延滞債権等
７１９（３）未払金１０（５）その他
６６０（４）翌年度支払予定退職手当△　１，１５８（６）回収不能見込額
５７６（５）賞与引当金
１２５（６）その他１３，４２８３．流動資産

８，０１２（１）資金 Ａ
９３，９４３　　     負債合計    　　①２，６０１（２）未収金

１，８４７（３）販売用不動産
金額【純資産の部】１，３９６（４）その他

△　４２８（５）回収不能見込額
１７８，８９８　　純資産合計 Ｂ 　②

３４４．繰延勘定
２７２，８４１負債・純資産合計 ①＋②２７２，８４１　　資産合計

○本対照表（バランスシート）からわかる市の状況
・民間に比べ資産の部の有形固定資産の割合が高くなっています。地方公共
　団体の特徴として、道路など市民サービスの基本となるインフラ資産を多
　く所有していることを意味します。
・２１年度末の市民一人当たりの資産は１７６万円、負債は６１万円、純資産は１１５
　万円で、資産のうち市民の持分割合（純資産合計／資産合計）は６5．６パーセン
　トとなりました。
・これまでの世代の、道路や学校、公園などの社会資本に対する負担割合（社
　会資本形成の世代間負担率＝純資産合計／公共資産）は、７０．８パーセントでした。

■連結行政コスト計算書
　連結行政コスト計算書とは、１年間の経常的な活
動のコストを性質別に示し、使用料や手数料などの
収入の状況を表したものです。
　以前の公会計では捕そくできなかった減価償却費
などもとらえることができます。

　連結純資産変動計算書とは、連結組
織全体の純資産が１年間でどれだけ増
減したかを表したものです。

■連結資金収支計算書
　連結資金収支計算書とは、１年間の
資金の動きを、どのような活動に充て
ているかを表したものです。
　経常的収支に計上する国県補助金
や地方債を、公共資産等整備収支や
投資・財務的収支の歳出に充てて事業
の推進を図るため、表中の公共資産等
整備収支や投資・財務的収支は、常
にマイナス表示になります。

◇対象に含める会計の範囲

 （平成２１年度）　　　                                    （単位：百万円）
７３，７４８経常行政コスト
１１，０２７１．人にかかるコスト
９，１２９（１）人件費
１，８９８（２）退職手当等引当金繰入等
１６，６９６２．物にかかるコスト
９，４８５（１）物件費
３７３（２）維持補修費
６，８３８（３）減価償却費
４２，９１０３．移転支出的なコスト
３２，４７１（１）社会保障給付
８，８０９（２）補助金等
１，６３０（３）他会計等への支出額等
３，１１５４．その他のコスト
３，１１５（１）支払利息等
２５，７１２経常収益
２５，７１２　使用料・手数料等
４８，０３６純経常行政コスト Ｃ

○本計算書からわかる市の状況
・経常行政コストは73,748百万円、支出に対する受益
　者負担は経常収益25,712百万円で、差し引き48,036
　百万円は主に税金で補てんされています。

（平成２１年度）　　    　        （単位：百万円）
１７８，６３６期首純資産残高
△　４８，０３６純経常行政コスト Ｃ
２９，４６５一般財源
２２，４１３　地方税　　　
３，２２９　地方交付税
３，８２３　その他行政コスト充当財源
１９，５３２補助金等受入
３０臨時損益
３０　公共資産除売却損益等

△　９２５出資の受入・新規設立
　５８資産評価替えによる変動額
２２０無償受贈資産受入

△　８２その他
１７８，８９８期末純資産残高 Ｂ

○本計算書からわかる市の状況
・純資産は、262百万円増加しました。
　純資産を増加させる要因は、地方税
　などの一般財源29,465百万円、補助
　金等受入額19,532百万円など。一方、
　減少させる要因は、連結行政コスト
　計算書の純行政コスト48,036百万円
　が、マイナスで計上されています。

（平成２１年度）　　           　  （単位：百万円）

９，２００１．経常的収支

△　３，３１５２．公共資産等整備収支

△　７，６８８３．投資・財務的収支

２４０翌年度繰上充用額

△　１，５６３当年度資金増減額

９，５７５期首資金残高

８，０１２期末資金残高 Ａ

○本計算書からわかる市の状況
・２１年度の収支増減額は△ 1,563百万
　円で、期末資金残高は8,012百万円と
　なりました。減少の主な要因は、市税
　収入が減少したことによるものです。

■連結純資産変動計算書

※連結財務４表中のＡ、Ｂ、Ｃの値は、それぞれが
一致します。
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①
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）
に
よ
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人
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「
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を
使
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カ
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守
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～
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２
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９
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７
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よ
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問
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鉦
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９
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。

30
各
回
先
着
　
人
。
参
加
費
各
回
千
　

10

500

円
。
申
込
み
は
　
月
　
日
鉦
か
ら
鈴

12

20

木
☎
　
 
４
４
３
９
 
４
８
０
３
へ

090

◆
関
宿
総
合
公
園
体
育
館
ス
ポ
ー
ツ

教
室
　
①
卓
球
初
心
者
サ
ー
ク
ル

（
水
曜
コ
ー
ス
）…
平
成
　
年
１
月
５
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鐘
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。
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②
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２
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名
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ソ
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ソ
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。
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ン
操
作
が
初
め
て
の
方
。申
込
み

は
１
月
４
日
鍾
必
着
で
往
復
は
が
き

（
住
所
、氏
名
、年
齢
、
☎
を
明
記
）
か

返
信
用
は
が
き
を
直
接
持
参
で
、
〒

　
 
０
０
３
５
中
野
台
　
 
１
野
田

278

168

公
民
館
☎
７
１
２
３
 
７
８
１
８
へ

－

－

－

－

－

－

ト
」　
　
月
　
日
障
　
時
～
　
時
欅

12

23

17

20

の
ホ
ー
ル
・
小
ホ
ー
ル
で
。「
く
る
み

わ
り
人
形
」（
連
弾
）な
ど
の
ピ
ア
ノ
コ

ン
サ
ー
ト
。
当
日
会
場
へ
。
問
高
橋

☎
７
１
２
３
 
６
０
０
６

◆
一
日
歌
声
喫
茶
・
童
謡
の
会
　
　12

月
　
日
障
　
時
～
　
時
市
役
所
エ
ン

23

14

16

ト
ラ
ン
ス
ホ
ー
ル
で
。西
脇
久
夫
氏（
歌

手
）を
ゲ
ス
ト
に
迎
え「
あ
な
た
の
笑

顔
」な
ど
を
み
ん
な
で
歌
う
。資
料
が

必
要
な
方
の
み
　
円
。当
日
会
場
へ
。

800

問
清
水
☎
７
１
２
２
 
３
９
５
１

◆
お
し
ゃ
べ
り
会
　
平
成
　
年
１
月

23

７
日
鞘
　
時
　
分
～
　
時
　
分
ゆ
う

10

30

11

30

＆
み
い
チ
ャ
イ
ル
ド
館（
中
根
）
で
。

０
～
３
歳
の
親
子
。サ
ロ
ン
利
用
料
　50

円
。
当
日
会
場
受
付
。
問
 
ゆ
う
＆

み
い
☎
７
１
２
４
 
１
３
６
７

◆
野
田
市
成
人
式
　
平
成
　
年
１
月

23

　
日
月
　
時
　
分
か
ら
総
合
公
園
体

10

10

30

育
館
で
。
平
成
２
年
４
月
２
日
～
３

年
４
月
１
日
に
生
ま
れ
た
方
。
当
日

会
場
受
付
。
市
外
に
住
民
登
録
の
あ

る
方
で
出
席
を
希
望
す
る
方
は
事
前

に
社
会
教
育
課
へ

◆
野
田
市
民
ス
キ
ー
競
技
会
　
平
成

　
年
１
月
　
日
鉦
９
時
　
分
か
ら
か

23

10

30

た
し
な
高
原
ス
キ
ー
場
集
合
。
大
回

転
。
市
民
か
市
内
在
学
・
在
勤
の
方
。

参
加
費
千
円
。
申
込
書
を
取
り
寄
せ

１
月
６
日
障
ま
で
に
参
加
費
を
添
え

て
野
田
市
ス
キ
ー
協
会（
野
田
　
）に
636

－

－

－

申
込
む
。
問
永
井
☎
７
１
２
２
 
２

３
９
７

◆
千
葉
県
生
涯
大
学
校
東
葛
飾
学
園

江
戸
川
台
校
舎
陶
芸
専
攻
科
作
品
展

　
平
成
　
年
１
月
　
日
障
～
　
日
醤

23

13

16

　
時
～
　
時（
初
日
は
　
時
か
ら
最
終

10

20

13

日
は
　
時
ま
で
）柏
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー

18

（
柏
高
島
屋
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
モ
ー
ル
８

階
）で
。
約
　
点
。
問
髙
平
☎
７
１
４

100

９
 
７
５
０
９

◆
研
墨
会
書
初
展
　
平
成
　
年
２
月

23

２
日
鐘
～
６
日
醤
　
時
～
　
時（
最

10

18

終
日
は
　
時
ま
で
）中
央
公
民
館
で
。

15

出
展
希
望
者（
小
中
学
生
）は
１
月
３

日
鉦
～
　
日
障
に
出
展
料
　
円
を
添

13

500

え
て
研
墨
会（
野
田
　
）へ
作
品
持
参

775

で
申
込
む
。
問
西
村
☎
７
１
２
４
 

９
６
６
４

◆
食
育
フ
ェ
ス
タ
　
野
田
　
①
講
演

in

会
…
平
成
　
年
２
月
　
日
上
　
時
～

23

12

14

　
時
キ
ッ
コ
ー
マ
ン（
株
）野
田
本
社

16大
会
議
室
で
。　
人（
抽
選
）。
服
部

400

幸
應
氏（
服
部
栄
養
専
門
学
校
校
長
）

を
講
師
に
招
き
「
お
い
し
い
記
憶
を

つ
く
り
た
い
。」と
題
し
た
講
演
。
②

し
ょ
う
ゆ
づ
く
り
体
験
…
　
年
２
月

23

　
日
上
　
時
～
正
午
と
　
時
～
　
時

26

10

13

15

キ
ッ
コ
ー
マ
ン
も
の
知
り
し
ょ
う
ゆ

館
で
。
各
回
　
人（
抽
選
）。
い
ず
れ

50

も
当
選
者
の
み
に
通
知
。
申
込
み
は

は
が
き
か
思（
①
は
住
所
、
氏
名
、
年

齢
、
☎
、
食
に
関
す
る
質
問
が
あ
れ

－

－

－
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皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿

◎青少年健全育成資金に…諮２０万円＝野田

ライオンズクラブ会長浦辺静志様諮７４，０００

円＝関宿ライオンズクラブ会長池田利秋様

　
時
の
間
の
７
・
５
時
間
。②
昼
時
間

17帯
勤
務
保
育
士
＝
月
～
金
の
　
時
～

11

　
時
の
間
の
２
時
間
。
③
朝
時
間
帯

15勤
務
保
育
指
導
員
＝
月
～
上（
う
ち
週

５
日
）７
時
～
８
時
　
分
の
1
・
５
時

30

間
。
い
ず
れ
も
任
用
期
間
は
平
成
　23

年
４
月
１
日
～
　
年
３
月
　
日
、
勤

24

31

務
場
所
は
市
内
保
育
所（
あ
た
ご
・
南

部
・
尾
崎
・
古
布
内
・
清
水
保
育
所
を

除
く
）。
①
は
要
保
育
士
資
格
、②
は

保
育
士
有
資
格
者
優
先
。
い
ず
れ
も

有
給
休
暇
あ
り
、
通
勤
手
当
支
給
。

①
は
社
会
保
険
加
入
。
応
募
要
領
は

　
月
　
日
障
か
ら
保
育
課
で
配
布
。

12

16

試
験
日
は
　
年
１
月
　
日
醤（
作
文
・

23

16

面
接
）。申
込
み
は
　
年
１
月
　
日
鍾

23

11

（
上
・
醤
・
□祝 
と
年
末
年
始
を
除
く
）

ま
で
に
保
育
課
へ

◆
学
童
保
育
所
の
臨
時
職
員
　
①
学

童
指
導
員
＝
鉦
～
上
の
平
日
は
　
時
13

～
　
時
　
分
、
上
は
８
時
～
　
時
　

18

30

18

30

分
の
間
の
８
時
間
。
任
用
期
間
は
平

成
　
年
４
月
１
日
～
　
年
３
月
　

23

24

31

日
。
給
与
月
額
　
万
千
　
円
、
期
末

17

300

手
当
年
間
２
・
　
月
分（
　
年
度
実

49

22

績
）。昭
和
　
年
４
月
２
日
～
平
成
３

26

年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
方
。
申
込
み

は
　
年
１
月
　
日
鞘
ま
で
。
②
学
童

23

14

指
導
員
代
替
＝
鉦
～
上
８
時
～
　
時
18

　
分
の
間
の
指
定
さ
れ
た
時
間
。
任

30用
期
間
は
原
則
　
年
４
月
１
日
～
　

23

24

年
３
月
　
日
。
勤
務
場
所
は
い
ず
れ

31

も
市
内
学
童
保
育
所
の
う
ち
直
営
の

　
か
所
。
①
は
有
給
休
暇
、
通
勤
手

14当
、
社
会
保
険
あ
り
・
保
育
士
・
教

員
免
許
な
ど
の
資
格
者
希
望
。
②
は

有
給
休
暇
、
通
勤
手
当
、
社
会
保
険

な
し
・
資
格
不
要
。
選
考
方
法
や
勤

務
地
な
ど
の
詳
細
は
児
童
家
庭
課
へ

◆
小
中
学
校
臨
時
職
員
の
事
前
登
録

者
　
①
少
人
数
授
業
等
講
師
②
特
別

支
援
学
級
支
援
員
③
音
楽
非
常
勤
講

師
④
理
科
指
導
助
手
。
①
②
は
要
教

員
免
許
状
。
③
は
要
中
学
校
音
楽
の

教
員
免
許
状
。
い
ず
れ
も
有
給
休
暇

あ
り
、
通
勤
手
当
支
給
。
社
会
保
険

加
入
は
勤
務
時
間
に
よ
る
。
平
成
　23

年
４
月
１
日
以
降
、欠
員
分
を
採
用
。

曜
日
や
時
間
な
ど
の
詳
細
は
学
校
教

育
課
へ

◆
工
業
統
計
調
査
に
ご
回
答
を
　
経

済
産
業
省
で
、
製
造
業
を
営
む
事
業

所
を
対
象
に
毎
年
　
月
　
日
現
在
で

12

31

実
施
。
対
象
事
業
所
に
は
、　
月
中

12

旬
か
ら
顔
写
真
入
り
の「
調
査
員
証
」

を
携
行
し
た
調
査
員
が
調
査
票
の
配

布
に
訪
問
。
問
行
政
管
理
課

集団資源回収

皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿

　市内の自治会などの団体が主となり、
びんや空き缶、ペットボトルをはじめ、
リサイクルできる資源を回収する「集団
資源回収」が行われています。
　回収は、月１回から２回、定期的に行
われています。
　回収日の午前８時３０分までに集積所へ
出してください。
　回収日が雨天の場合でも、原則として
行いますが、布・衣類は、汚れたり濡れ
たりすると資源になりませんので、ひも
で縛った後に、中身が見える透明か半透
明のビニール袋に入れて出すか、次回に
出すようにしてください。
　また、資源の集積所は、可燃・不燃ご
みの集積所とは場所が異なる場合があり
ます。
　集積所や回収日、分別方法などで不明
な点があれば、廃棄物減量等推進員や、
清掃計画課へお問い合わせください。

●●犯●●罪●●発●●生●●件●●数
本年の発生件数：２，０８２件　　　 　前年比（＋９件）
空 き 巣  ９３件（－１７件）　忍び込み　６０件（＋２４件）
ひったくり  ３５件（－３８件）　自動車盗 １０３件（＋６０件）
自転車盗 ４７１件（＋１７件）　車上狙い １７４件（＋１件）
そ の 他１，１４６件（－３８件）

野田警察署管内（平成２２年１１月３０日現在の暫定件数）

●●交●●通（人身）●●事●●故
本年の発生件数：６４８件　　　前年比（－２８件）
死亡者　１人（－２人）　負傷者　７９８人（－５２人）

野田警察署管内（平成２２年１１月３０日現在）

●●火 ●●災 ●●件 ●●数
１１月の発生件数：４件　　２２年累計（７０件）
建物火災　１件（３２件）　　林野火災　０件（４件）
車両火災　２件（７件）   そ　の　他 １件（２７件）

テ
ー
マ
と
し
た
川
柳
・
写
真（
L
判
）・

絵
手
紙
を
募
集
。県
内
在
住
・
在
勤
・

在
学
の
方
。
一
般（
高
校
生
以
上
）と

ジ
ュ
ニ
ア（
中
学
生
以
下
）の
部
。未

発
表
で
応
募
者
に
著
作
権
が
あ
る
作

品
で
１
人
各
１
点
。応
募
は
平
成
　
年
23

１
月
７
日
鞘
消
印
有
効
ま
で
に（
川
柳

と
絵
手
紙
は
は
が
き
、写
真
は
封
書
で

作
品
の
裏
面
に
住
所
、氏
名
、年
齢
、性

別
、☎
、作
品
タ
イ
ト
ル
、作
品
の
趣
旨

を
明
記
）〒
　
 
８
６
９
１
日
本
郵

260

便
千
葉
支
店
私
書
箱
７
号
「
輝
け
！

健
康
県
ち
ば
宣
言
」係
へ
。問
同
宣
言

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
推
進
協
議
会
事
務
局

http://w
w
w
.chiba100.net/

        
 
 
              ・

☎
　（
　
）４
２
７
１

043
242

◆
保
育
所
の
一
般
職
の
非
常
勤
職
員

試
験
　
①
臨
時
保
育
士
＝
月
～
鞘

（
上
の
出
勤
も
あ
り
）の
８
時
　
分
～

30

－

ば
明
記
、
②
は
参
加
者
全
員
の
氏
名

と
年
齢
、
代
表
者
氏
名
と
住
所
・
☎
、

参
加
希
望
時
間
を
明
記
）
で
①
は
１

月
　
日
鞘
、
②
は
１
月
　
日
鞘
必
着

14

28

で
、
〒
　
 
０
０
６
１
中
央
区
銀
座

104

８
 
　
 
７（
株
）東
成
社
内
キ
ッ
コ

10

ー
マ
ン
食
育
フ
ェ
ス
タ
　
野
田
事
務

in

局
思
○０３ 
３
５
７
２
 
０
３
９
０
へ
。

問
同
事
務
局
☎
０
１
２
０
 
０
３
６

６
０
９

募
集
・
そ
の
他

◆
献
血
に
ご
協
力
を
　
　
月
　
日
鍾

12

28

　
時
～
　
時（
　
時
　
分
～
　
時
を

10

16

11

45

13

除
く
）
保
健
セ
ン
タ
ー
で
。
全
血
。

問
社
会
福
祉
課

◆
「
輝
け
！
健
康
県
ち
ば
宣
言
」
の

作
品
募
集
　
「
あ
な
た
の
健
康
に
対

す
る
思
い
を
表
現
し
て
み
よ
う
」
を

－

－

－

－

－
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友人に５万円を貸しまし
たが、なかなか返してく

れません。何か良い方法はな
いでしょうか。
どんなに少額の争いで
も、話し合いで解決が

できないときは、裁判で決
着をつけるしかありません。
　通常の裁判では、書類の出
し方や証拠調べの方法など、
法律に規定された手続きが
要求され、ある程度の時間や
弁護士費用もかかります。
　しかし、少額の場合には
費用がかかることをおそれ、
裁判を起こしにくいことか
ら、民事訴訟法では少額訴

訟に関する制度が設けられ
ており、６０万円以下の金銭
に関する紛争は、安い費用
で迅速・効果的な解決をす
ることができるようになっ
ています。
　手続きは、簡易裁判所に
備え付けの定型訴状用紙を
用いるなど、申立てをする
方が利用しやすくなってお
り、裁判は１回の期日で終
了し、即日判決が言い渡さ
れることが原則となります
が、借用証などの証拠書類
の提出や関係者の証言など、
即時に取り調べが可能なも
のに限られます。

Ｑ

Ａ

 少額訴訟制度とは
　　　　どのようなものか

僮
僮
僮
僮
僮
僮
僮
僮
僮
僮
僮
僮
僮
僮
僮
僮
僮
僮
僮
僮
僮
僮
僮
僮
僮
僮
僮
僮
僮
僮
僮
僮

　　～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ １１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月ののののののののののののののののののののの講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講習習習習習習習習習習習習習習習習習習習習習会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会～　１月の講習会　～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～
トレーニングルーム
【総合公園体育館】☎７１２５－１１５５
　・５日水、７日金、９日日…１０時～
　・９日日…１５時３０分～
【関宿総合公園体育館】☎７１９８－８５００
　・４日火、６日木、９日日…１０時～
　・９日日…１５時３０分～
リフレッシュルーム
【野田公民館】☎７１２３－７８１８
　※運動のできる服装・室内用運動靴・タオルを持参
　・５日水、８日土、１２日水
　　　　　　　　…１１時、１３時、１７時、１９時～
　

※いずれも対象は満１６歳以上。各ルームの利用には
　事前に本講習会の受講が必要です
　月額使用料：市民１,３６０円、市民以外２,０４０円

山野井 和奏 ちゃん
わかな

（２１.４.１１生）

　通信販売は、自宅に居ながらさまざまな商品
を注文できる大変便利なものです。カタログ通
販のほか、テレビショッピング、インターネッ
トショッピングも通信販売にあたります。
　便利な反面、実際に商品を確認できないの

で、イメージ違いなどを理由に返品を希望さ
れる場合もあるでしょう。
　しかし、不意打ち的な勧誘ではないので、
購入後も一定の期間内であれば無条件で解約
を認めるクーリングオフ制度は、通信販売に
はありません。返品を認めていない場合もあ
るので注意が必要です。
　販売業者には、返品の可否や条件、送料の
負担などを表示する義務があるので、購入の
際には必ず確認しましょう。

通信販売では返品条件の確認を

浅野 雄太 くん　・　浅野
ゆうた

 創太 くん
そうた

　（２２.１.１２生・左） 　   （２０.９.１９生・右）　

殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴

殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴

　
生
徒
た
ち
に
伝
統
芸
能
を
学
ん
で
も
ら
お
う
と
、

岩
名
中
学
校
で
は
　
月
　
日
、
琵
琶
奏
者
の
小
野
 鶴
 
か
く

11

25

 扇
 氏
を
招
き
、１
年
か
ら
３
年
ま
で
の
特
別
授
業
を
同

せ
ん

校
体
育
館
で
行
っ
た
。

　
響
き
渡
る
琵
琶
の
音

に
あ
わ
せ
、時
に
は
強
く

時
に
は
つ
ぶ
や
く
よ
う

に「
平
家
物
語
」を
歌
い

上
げ
、１
年
生
の
和
田
康

平
さ
ん
は
、「
物
語
は
来

年
習
う
の
で
、今
か
ら
楽

し
み
」と
話
し
て
い
た
。

「
平
家
物
語
」を

　
　
　
琵
琶
の
弾
き
語
り
で

授業には地元の方も含め約３５０人が参加

　
地
域
の
消
火
活
動
を
担
う
消
防
団
で
は
、
冬
場
の

火
災
に
備
え
る
た
め
、　
月
　
日
、
木
野
崎
の
ス
ポ

11

21

ー
ツ
公
園
で
各
分
団
の
機
械
器
具
や
服
装
の
一
斉
点

検
を
実
施
し
た
。

　
近
藤
利
夫
団
長
の

「
１
年
の
中
で
も
、空
気

が
乾
燥
し
、火
災
が
多
く

な
る
時
期
。車
両
や
設
備

を
点
検
し
、い
つ
で
も
出

動
で
き
る
態
勢
を
」と
の

呼
び
か
け
に
団
員
ら
は

気
を
引
き
締
め
て
い
た
。

冬
場
の
防
災
活
動
に
備
え

　
機
械
器
具
や
服
装
の
一
斉
点
検

５６台の消防車を１台ずつ点検



＊
目
に
つ
く
場
所
に
貼
っ
て
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

＊
目
に
つ
く
場
所
に
貼
っ
て
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

リ
サ
イ
ク
ル
情
報
コ
ー
ナ
ー

　【
譲
り
ま
す
】

　
目
的
の
品
物
が
見
つ
か
っ
た
方
は
、
お
気
軽
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、「
譲
り
ま
す
」
の
連
絡
・
交
渉
の
開
始
日
は
、
市
報
が
お
手
元
に
届
き
次
第
で

し
た
が
、
公
平
性
を
期
す
る
た
め
、　

日
か
ら
と
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

２０

壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊

品
　
物
　
名

関
宿
幼
稚
園
男
児

用
制
服
セ
ッ
ト

ポ
ー
タ
ブ
ル
ト
イ
レ

犬
小
屋

ガ
ラ
ス
ケ
ー
ス

剣
道
着

卓
上
パ
ソ
コ
ン
台

購
入
年

平
成
　２０

平
成
　２１

平
成
　２２

不
明

不
明

平
成
　１６

希
望
金
額

２
万
円

２
千
円

無
料

無
料

無
料

無
料

備
　
　
　
考

サ
イ
ズ
　
㎝
、ブ
レ
ザ
ー
・
ズ
ボ

１２０

ン
・
冬
ブ
ラ
ウ
ス
・
リ
ボ
ン
・
か

ば
ん
・
冬
帽
子
・
夏
帽
子
各
１
、

夏
ブ
ラ
ウ
ス
２
、す
べ
て
新
品

ア
ロ
ン
化
成
製
・
安
寿
・
ポ
ー
タ

ブ
ル
ト
イ
レ
Ｆ
Ｘ
倆１

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
・
新
品
同
様

幅
　
㎝
×
奥
行
き
　
㎝
×
高

１５０

４５

さ
　
㎝
１７０

着
用
少
な
い

幅
　
㎝
×
奥
行
き
　
㎝
×
高

７５

５２

さ
　
㎝
９４

連
　
絡
　
先

野
口
緯
　
・
５
８
２
７
・
９
２
６
１

０９０

（
　
時
以
降
）

１７竹
澤
緯
７
１
９
８
・
６
４
７
８

山
崎
緯
７
１
９
８
・
８
４
８
８

中
村
緯
　
・
１
２
９
０
・
０
０
２
７

０８０

取
り
に
来
ら
れ
る
方

福
田
緯
７
１
２
５
・
１
６
２
５

佐
藤
緯
７
１
９
８
・
５
２
３
１

【
譲
っ
て
く
だ
さ
い
】

品
　
物
　
名

「
昭
和
と
戦
争
」ビ
デ
オ

テ
ー
プ

第
一
中
学
校
女
子
用
制
服

じ
ゅ
う
た
ん

希
望
金
額

安
価

安
価

無
料

備
　
　
　
　
考

Ｖ
Ｈ
Ｓ
・
全
８
巻

身
長
　
㎝
程
度

１６０

連
　
　
絡
　
　
先

玉
手
緯
７
１
２
４
・
０
２
２
２

戸
邉
緯
　
・
５
４
８
９
・
３
６
３
１

０８０

齋
藤
緯
７
１
２
９
・
５
４
１
０

会
員
募
集

◎
サ
ー
ク
ル
名
（
活
動
内
容
）・
活
動
予

定
日
時
・
活
動
予
定
場
所
・
募
集
対
象

（
な
い
も
の
は
初
心
者
、
老
若
男
女
問

わ
ず
）・
会
費
（
○月 
は
月
会
費
、
○年 
は
年

会
費
、
○入 
は
入
会
金
）・
連
絡
先

※
市
民
サ
ー
ク
ル
の
会
員
募
集
の
コ
ー

ナ
ー
で
す
の
で
、
営
利
を
目
的
と
し
た

教
室
の
掲
載
は
お
断
り
し
て
い
ま
す
。

◆
清
水
タ
イ
ガ
ー
ス（
軟
式
少
年
野
球
）

　
毎
週
上
・
醤
・
□祝 
９
時
～
　
時
清
水

15

台
小
学
校
で
。
小
学
生
。
○月 
千
　
円
。

500

 谷
  口
 ☎
７
１
２
２
 
４
２
０
８

た
に
 ぐ
ち

◆
マ
ナ
ー
と
着
付
　
毎
月
３
回
鞘
　
時
10

～
正
午（
午
前
の
部
）、　
時
～
　
時（
午

19

21

後
の
部
）
市
民
会
館
で
。
○月 
３
千
円
。

渡
辺
☎
７
１
２
２
 
０
６
３
６

◆
マ
ー
ガ
レ
ッ
ト（
フ
ラ
ワ
ー
デ
ザ
イ
ン
）

　
毎
月
第
２
鐘
南
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
会
館
、

第
２
醤
欅
の
ホ
ー
ル
で
。　
時
～
　
時
。○月 

13

15

３
千
円
。稲
葉
☎
７
１
２
４
 
３
８
４
１

◆
ダ
ン
ス
サ
ー
ク
ル
Ｓ
Ｌ
　
毎
週
鞘
　19

時
～
　
時
北
部
公
民
館
で
。
初
心
者
か

21

ら
中
級
者
。
○月 
２
千
　
円
。
斉
藤
☎
　

500

080

 
５
５
４
２
 
４
２
０
８

◆
レ
イ
ピ
カ
ケ（
フ
ラ
ダ
ン
ス
）　
毎
月

第
１
～
３
鐘
　
時
　
分
～
　
時
　
分
北

13

30

15

30

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
会
館
で
。女
性
。○月 
３
千

　
円
。
戸
﨑
☎
７
１
２
９
 
６
０
９
３

300◆
手
結
び
着
付
　
毎
月
２
回
障
　
時
～

10

正
午
北
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
会
館
で
。
○月 
２

千
円
。
川
田
☎
７
１
２
２
 
０
６
３
６

――

―

―

―

――

情
報
コ
ー
ナ
ー
の
活
用
を
　

　
あ
な
た
が
お
持
ち
の
不
用
品
を
、
も

う
一
度
活
か
し
て
み
ま
せ
ん
か
。 

◆「
譲
り
ま
す
」「
譲
っ
て
く
だ
さ
い
」の

コ
ー
ナ
ー
へ
の
利
用
方
法

①
提
供
者（
希
望
者
）は
、
は
が
き
で
市

に
申
し
込
む
、
②
市
で
記
入
漏
れ
の
審

査
、
③
市
報
に
掲
載
、
④
希
望
者
は
直

接
、
連
絡
・
交
渉
す
る
と
い
う
形
で
す
。

　
提
供
者（
希
望
者
）は
、
は
が
き
に
①

品
物
名
、
②
購
入
年
、
③
住
所
、
④
氏

名（
ふ
り
が
な
）、
⑤
連
絡
方
法
、
⑥
金

額（
有
償
の
場
合
は
必
ず
記
入
。「
譲
り

ま
す
」
の
価
格
応
談
は
不
可
）
を
記
入

し
て
、
〒
　
 
８
５
５
０
野
田
市
役
所

278

清
掃
計
画
課
「
リ
サ
イ
ク
ル
情
報
コ
ー

ナ
ー
」
係
へ
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

○
不
用
品
提
供
者
は
、希
望
者
か
ら
の
連

絡
が
な
い
場
合
で
も
、市
報
に
掲
載
後
１

か
月
間
は
、家
庭
で
保
管
し
て
く
だ
さ
い

―

○
不
用
品
の
引
き
取
り
は
、
提
供
者
と

希
望
者
の
間
で
、
責
任
を
持
っ
て
行
っ

て
く
だ
さ
い

○
提
供
者
は
、
複
数
の
希
望
者
か
ら
の

連
絡
を
受
け
た
場
合
で
も
、
誠
意
を
持

っ
て
対
応
し
て
く
だ
さ
い

○
生
き
物
や
食
品
な
ど
は
掲
載
で
き
ま

せ
ん

【
申
込
み
締
切
日
】
毎
月
　
日
ま
で
に

20

届
い
た
も
の
は
、
翌
月
号
に
掲
載

【
申
込
み
と
問
合
せ
】
清
掃
計
画
課

１
月
の
ご
み
収
集
と
資
源
回
収

◆
ご
み
収
集
＝
　
日
鉦
は
収
集
し
ま
す

10

◆
資
源
回
収
＝
　
日
鉦
は
実
施
す
る
予

10

定
で
す

【
問
合
せ
】
ご
み
収
集
は
清
掃
第
一
課

☎
７
１
３
８
 
１
０
０
１
・
関
宿
ク
リ

ー
ン
セ
ン
タ
ー
☎
７
１
９
６
 
０
０
２

２
／
資
源
回
収
は
清
掃
計
画
課

―

―

南
部
中
学
校
女
子
用
制

服
・
体
操
服

フ
ル
ー
ト
、
サ
ッ
ク
ス

ホ
ッ
ト
カ
ー
ペ
ッ
ト
用

ラ
グ

こ
た
つ
一
式

石
油
フ
ァ
ン
ヒ
ー
タ
ー

無
料

３
千
円
位
ま
で

無
料

無
料

無
料

身
長
　
㎝
～
　
㎝

１５０

１６０

な
る
べ
く
き
れ
い
な
物

２
畳
用

幅
　
㎝
×
奥
行
き
　
㎝
程
度

７５

７５

６
畳
～
８
畳
用

佐
藤
緯
７
１
２
１
・
３
４
３
６

深
井
緯
７
１
２
５
・
０
３
４
６

（
　
時
以
降
）

１８根
本
緯
　
・
１
６
５
８
・
３
０
４
２

０９０

（
９
時
～
　
時
）

１６

襖 鴬横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横



＊
目
に
つ
く
場
所
に
貼
っ
て
ご
活
用
く
だ
さ
い

＊
目
に
つ
く
場
所
に
貼
っ
て
ご
活
用
く
だ
さ
い

備　　考
１月１２月

施　　設　　名 ５日
水

４日
火

３日
月

２日
日

１日
土

３１日
金

３０日
木

２９日
水

２８日
火

○○――――――○本庁舎（一般業務）
※１２月２８日、１月４日は２０時まで行いますが、
業務が全国的に１７時までのものや他市に照会
が必要なものなどは除きます

○※
　 ○――――――※

　 ○市民課窓口業務

○○――――――○市税の夜間・日曜納税相談窓口
○○――――――○関宿支所
○○――――――○南・北・中央各出張所

関宿コミュニティ会館ホールを含みます○○――――――○中央・北・南・関宿コミュニティ会館
○○――――――○興風図書館
○――――――――南・北・せきやど図書館
○――――――――郷土博物館
○――――――――市民会館
○○――――――○鈴木貫太郎記念館
○――――――――関根名人記念館
○○――――――○文化会館
○○――――――○小ホール（欅のホール）
○○――――――○勤労青少年ホーム
○○――――――○青少年センター
○――――――――総合公園
○○――――――○関宿総合公園
○○――――――○福田運動場
○○――――――○福田体育館
○○――――――○川間体育館
○○――――――○春風館道場

※１月２日は友引のため、１５時３０分から式場
利用のみとなります○○○※

　 ○―○○○○野田市斎場

○○○○―○○○○野田市関宿斎場
○○――――――○公民館
○○――――――○総合福祉会館
○――――――――谷吉・七光台・島・関宿会館

１９時から２２時まで（注）○○○○○○○○○急病センター（内科・小児科）
９時から正午まで――○○○○○○―急病センター（歯科）

○○――――○○○ごみの収集
１２月２４日までの受付分は年内に回収します○○――――○○○粗大ごみの回収の受付

○○――――○○○ごみの自己搬入の受付
１月１日から４日までの回収は変更（１２月２２日、２９日、３０日、１月１８日に振替）や中止となる
場合がありますので、推進員か清掃計画課にご確認ください○資源回収

○○――――――○し尿の収集
○○――――――○堆肥センターの自己搬入の受付

年内の収集は12月２７日受付分まで。２８日の受付
分は１月４日以降の収集になります○○――――――○みどりの収集

○○――――――○野田健康福祉センター（野田保健所）

○＝業務日／―＝休業日（休館日を含む）

   
◆本庁舎（一般業務）　　　　　　　　　　　　　　
　市の一般業務は、１２月２９日水から平成２３年１月３日
月まで休みとなります。なお、同期間中は、本庁舎内
への出入りができませんので、展望ロビーや１階ふれ
あいギャラリー、ピアノの使用は休止します。
　ただし、「出生届」や「死亡届」、「婚姻届」、「離婚

届」などの戸籍届出書は、本庁舎北側通用口の守衛室
で受け付けます。
◆水道業務　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　漏水や断水などが発生した場合は、水道部へご連絡
ください。問水道部☎７１２４－５１４５
◆その他の業務　　　　　　　　　　　　　　　　　
　下記の一覧表をご覧ください。なお、表中以外の施
設・業務は、直接お問い合わせください。

年末年始の業務一覧

（注）＝12月２９日水から１月３日月までの９時から16時までは休日の当番医（健康ガイドに掲載）をご利用ください。

【問合せ】急病センターは保健センター☎7125－1188／ごみの収集・粗大ごみは清掃第一課☎7138－1001・関宿クリーンセン
ター☎7196－0022／資源回収・みどりの収集は清掃計画課／し尿の収集は清掃第二課☎7127－1500／堆肥センターは農政課

  年年年年年年年年年年末末末末末末末末末末年年年年年年年年年年年末年始始始始始始始始始始始ののののののののののの業業業業業業業業業業務務務務務務務務務務案案案案案案案案案案業務案内内内内内内内内内内内



３００
健康ひと口メモ

医師会から

＊
目
に
つ
く
場
所
に
貼
っ
て
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

保 健 セ ン タ ー・☎７１２５－１１８８
関宿保健センター・☎７１９８－５０１１
野田健康福祉センター・☎７１２４－８１５５

胸急病センター・☎７１２５－１１８８
怯夜間急病診療（内科・小児科）…１９時～２２時（毎日）
怯休日急患歯科診療…９時～正午（休日のみ）

ド
ラ
イ
ア
イ

　
私
た
ち
の
眼
は
常
に
涙
で
満
た
さ
れ
、
う
る
お
っ

て
い
ま
す
。
涙
は
、
眼
球
を
守
る
バ
リ
ア
と
し
て
無

く
て
は
な
ら
な
い
も
の
で
す
。

　
涙
は
、
量
が
減
っ
た
り
成
分
が
変
わ
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
が
、
こ
の
よ
う
な
変
化
で
眼
球
が
乾
燥
し
、

傷
が
つ
く
こ
と
を
ド
ラ
イ
ア
イ
と
い
い
ま
す
。

　
ド
ラ
イ
ア
イ
は
多
彩
な
症
状
を
示
し
ま
す
。
単
純

に
「
眼
が
乾
く
」
と
感
じ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、

疲
れ
る
・
し
ょ
ぼ
し
ょ
ぼ
す
る
・
ゴ
ロ
ゴ
ロ
す
る
・

何
と
な
く
不
快
感
が
あ
る
・
ま
ぶ
し
い
・
か
す
む
な

ど
、
い
ろ
い
ろ
な
訴
え
を
示
す
こ
と
が
多
い
で
す
。

　
ド
ラ
イ
ア
イ
の
原
因
は
、「
涙
の
分
泌
の
低
下
」

と
、「
涙
の
蒸
発
の
 亢
  進
 （
増
加
）」
の
２
つ
に
分
け

こ
う
 し
ん

ら
れ
ま
す
。
背
景
と
し
て
、
エ
ア
コ
ン
に
よ
る
空
気

の
乾
燥
、
パ
ソ
コ
ン
や
携
帯
メ
ー
ル
に
集
中
し
す
ぎ

て
ま
ば
た
き
の
不
足
、
コ
ン
タ
ク
ト
レ
ン
ズ
の
長
時

間
装
着
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
病
気
と
し
て
、
結
膜
炎
、
油
の
分
泌
腺
が

つ
ま
る
マ
イ
ボ
ー
ム
腺
 梗
  塞
 、
粘
膜
が
乾
燥
す
る
シ

こ
う
 そ
く

ェ
ー
グ
レ
ン
症
候
群
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　
眼
科
で
は
、涙
の
質
的
な
変
化
や
量
を
検
査
し
、点

眼
を
は
じ
め
と
し
た
加
療
を
行
い
ま
す
が
、日
常
生
活

の
改
善
で
症
状
が
軽
快
す
る
こ
と
も
あ
る
た
め
、各
個

人
に
合
っ
た
ア
ド
バ
イ
ス
を
し
て
い
ま
す
。（
Ｍ
・
Ｋ
）

に
よ
る
講
話
と
実
技
。

②
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
講
習
会

　
平
成
　
年
１
月
　
日
鐘
　
時
　
分
か
ら
正
午
ま
で
。

23

19

10

30

「
競
歩
の
技
術
で
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
～
体
を
上
手
に
使

お
う
～
」
を
テ
ー
マ
と
し
た
、 栁
  澤
 

や
な
ぎ
 さ
わ

 哲
 氏
（
シ
ド
ニ

さ
と
し

ー
五
輪
競
歩
日
本
代
表
）
に
よ
る
講
話
と
実
技
。

　
定
員
は
い
ず
れ
も
　
人
で
す
の
で
、
希
望
者
は
、

80

電
話
か
直
接
保
健
セ
ン
タ
ー
か
関
宿
保
健
セ
ン
タ
ー

へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
動
き
や
す
い
服
装
と
室
内
用
運
動
靴
が
必

要
で
す
。
水
分
が
必
要
な
方
は
、
各
自
で
ご
持
参
く

だ
さ
い
。

 寝
た
き
り
予
防
の
た
め
の
講
演
会

　
「
気
づ
い
て
い
ま
す
か
？
こ
こ
ろ
の
サ
イ
ン
」
と

題
し
て
、
稲
垣
正
俊
氏（
国
立
精
神
・
神
経
医
療
研
究

セ
ン
タ
ー
精
神
保
健
研
究
所
適
応
障
害
研
究
室
長
）

に
よ
る
講
演
を
、
平
成
　
年
１
月
　
日
鉦
、　
時
　

23

17

13

30

分
か
ら
　
時
ま
で
、
市
役
所
８
階
大
会
議
室
で
開
催

15

　
市
で
は
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
発
病
と
重
症
化
の

防
止
の
た
め
、　
月
１
日
か
ら
、
す
べ
て
の
方
を
対

10

象
に
予
防
接
種
（
新
型
と
季
節
性
を
混
合
し
た
ワ
ク

チ
ン
）
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

①
高
齢
者
等
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種

　
対
象
者
は
、
接
種
日
に
満
　
歳
以
上
の
方
か
、
満

65

　
歳
以
上
　
歳
未
満
の
方
で
、
心
臓
か
じ
ん
臓
、
呼

60

65

吸
器
の
機
能
に
障
害
が
あ
る
な
ど
、
一
定
の
要
件
を

満
た
す
方
で
、
接
種
回
数
は
１
回
で
す
。

　
ま
た
、
費
用
は
　
円
で
、
市
内
指
定
医
療
機
関

500

（
予
約
制
・
休
診
日
除
く
）
で
接
種
で
き
ま
す
。

②
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種

　
対
象
者
は
、
０
歳
か
ら
　
歳
未
満
の
方
で
、
接
種

65

回
数
は
、
原
則
と
し
て
　
歳
以
上
の
方
は
１
回
、　

13

13

歳
未
満
の
方
と
、
医
師
が
必
要
と
認
め
た
方
は
２
回

で
す
。

　
ま
た
、
費
用
は
医
療
機
関
に
よ
り
異
な
り
ま
す
の

で
、
各
自
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

※
生
活
保
護
受
給
者
や
世
帯
全
員
が
市
民
税
非
課
税

の
方
は
無
料
で
す
が
、
事
前
に
申
請
が
必
要
で
す
。

申
請
方
法
な
ど
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

 健
康
体
操
と
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
講
習
会

　
市
民
の
皆
さ
ん
の
健
康
づ
く
り
に
役
立
て
て
も
ら

お
う
と
、
市
で
は
、
運
動
の
専
門
家
に
よ
る
講
演
会

と
講
習
会
を
関
宿
総
合
公
園
体
育
館
で
開
催
し
ま
す
。

①
心
も
体
も
喜
ぶ
健
康
体
操

　
　
月
　
日
鐘
　
時
か
ら
　
時
　
分
ま
で
。「
健
康
で

12

22

10

11

30

太
り
に
く
い
体
づ
く
り
の
ス
ス
メ
」
を
テ
ー
マ
と
し

た
、
中
島
一
郎
氏
（
国
際
武
道
大
学
体
育
学
部
長
）

 新型
と

季
節
性
 
混
合
ワ
ク
チ
ン
で

　
  　
　
 イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
を

し
ま
す
（
手
話
通
訳
あ
り
）。

　
定
員
は
　
人
で
す
の
で
、　
年
１
月
　
日
鐘
ま
で

150

23

12

に
電
話
か
直
接
保
健
セ
ン
タ
ー
か
関
宿
保
健
セ
ン
タ

ー
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

 リ
ハ
ビ
リ
教
室
で
楽
し
く
運
動
を

　
体
操
や
歌
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
、
健
康
の
講
話

な
ど
を
行
う
リ
ハ
ビ
リ
教
室
（
き
ら
き
ら
ク
ラ
ブ
）

を
毎
月
２
回
金
曜
日
に
、
保
健
セ
ン
タ
ー
で
開
催
し

て
い
ま
す
。

　
参
加
希
望
者
に
は
、
各
月
の
開
催
日
や
開
催
時
間

な
ど
の
詳
細
を
ご
案
内
い
た
し
ま
す
の
で
、
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
対
象
は
、　
歳
か
ら
　
歳
ま
で
の
介
護
保
険
サ
ー

40

64

ビ
ス
を
受
け
て
い
な
い
市
民
で
、①
病
気
や
け
が
な
ど

で
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
が
必
要
な
方
、②
言
語
療
法

が
必
要
な
方
、③
外
出
す
る
機
会
が
少
な
い
方
で
す
。

【
問
合
せ
】
保
健
セ
ン
タ
ー
・
関
宿
保
健
セ
ン
タ
ー
、

リ
ハ
ビ
リ
教
室
は
保
健
セ
ン
タ
ー



＊
目
に
つ
く
場
所
に
貼
っ
て
ご
活
用
く
だ
さ
い

中毒
１１０番

◯外 
＝
外
科
　
◯内 
＝
内
科
　
◯産 
＝
産
婦
人
科

煙（財）日本中毒情報センター（化学物質、医薬品、動植物の毒などで
起こる急性中毒の応急処置の情報を提供）…大阪中毒１１０番（３６５
日２４時間）＝☎０７２（７２７）２４９９／つくば中毒１１０番（３６５日９時～２１
時）＝☎０２９（８５２）９９９９
煙日高病院中毒情報センター（９時～１９時）＝☎０２７（３６２）６２０１

◎休日当番医の診療時間は、外科・産婦人科＝９時～２２時（１６時～１９時除く）、内科＝９時～１６時（１９時～２２時は急病センター）です。
　休日当番医は変更することもあります。受診の際にはテレホンガイド（☎７１２４-７２７２：コード番号６１０１）、
　または野田市ホームページ（http：//www.city.noda.chiba.jp/kurashi/０４-０１-０１.html）で確認を

野田健康福祉センター
（野田保健所）の健康に
関する案内
※　HIV抗体（エイズ）検査は、クラミ

ジア、梅毒、Ｂ型・Ｃ型肝炎の
検査も同時に検査できます。

保健センターの健康に関する案内と休日当番医
各地区健康相談栄　養歯　科乳幼児健診

両 親 学 級予防接種

１
月

受付：９時３０分
　　　～１１時３０分

会場：下記会場

【離乳食講習会】
１３時３０分～１５時３０分

【栄養相談会】
受付：１０時～１６時

会場：下記会場

（歯科の受付時間）
受付：１０時～１１時
　　　１３時～１４時

会場：下記会場

（健診は個人通知）
三歳児健康診査は、
３歳６か月で通知
両親学級の申し込み
は電話で

会場：下記会場

受付：ＢＣＧ予防接
種のみ＝１３時１５分～
１３時３０分

会場：下記会場
麻しん風しん混合、
ジフテリア百日せき
破傷風、ジフテリア
破傷風、日本脳炎は
各医療機関で実施中

◯外 ＝東葛クリニック野田（緯７１２４－３１０１）／◯内 ＝野田病院（緯７１２７－３２００）／◯産 ＝遠藤産婦人科医院（緯７１２４－７８６０）土１
◯外 ＝須藤整形外科（緯７１２２－１２２１）／◯内 ＝奥野循環器科クリニック（緯７１２３－７７１１）／◯産 ＝杉崎クリニック（緯７１２５－１０７０）日２
◯外 ＝門倉医院（緯７１２４－５３１１）／◯内 ＝野田南部診療所（緯７１２１－０１７１）／◯産 ＝川間太田産婦人科医院（緯７１２７－１１３５）月３

精神保健福祉相談１４時～１６時（予約制）火４
HIV抗体（エイズ）検査１３時３０分～１４時３０分
（予約制・匿名・無料）※水５
精神障害者デイケアクラブ小枝の会
１０時～正午（予約制）木６

金７
土８

◯外 ＝梅郷整形外科クリニック（緯７１２５－２０１１）／◯内 ＝むらた内科循環器科クリニック（緯７１２７－８８００）／◯産 ＝川間太田産婦人科医院（緯７１２７－１１３５）日９
◯外 ＝キッコーマン総合病院（緯７１２３－５９１１）／◯内 ＝梅郷痛みと内科のクリニック（緯７１２６－１９００）／◯産 ＝小張総合病院（緯７１２４－６６６６）月１０

女性のための健康相談
１３時１５分～１５時３０分（予約制）関宿保健センター栄養相談会（正午まで）

（関宿保健センター）
１歳６か月児健康診査
（保健センター）火１１

２歳３か月児歯科相談
（保健センター）

３か月児健康診査・ＢＣＧ予防接種
（保健センター）水１２

未熟児等健康相談１３時１０分～１３時５０分七光台会館・
保健センター

離乳食講習会
（保健センター）

２歳３か月児歯科相談
（関宿保健センター）木１３

精神保健福祉相談１４時～１６時（予約制）栄養相談会
（関宿保健センター）

三歳児健康診査
（関宿保健センター）金１４

土１５
◯外 ＝山崎外科内科（緯７１２２－２３５９）／◯内 ＝江医院（緯７１２４－２８３１）／◯産 ＝アイレディースクリニック（緯７１３７－７６６１）日１６

栄養相談会
（保健センター）

両親学級Ⅰ－①
（保健センター）月１７
三歳児健康診査
（保健センター）火１８

ＨＩＶ抗体（エイズ）検査９時～１０時
（予約制・匿名・無料）※

三歳児健康診査
（保健センター）水１９

精神障害者デイケアクラブ小枝の会
１０時～正午（予約制）谷吉会館１歳６か月児健康診査

（関宿保健センター）木２０
精神保健福祉相談１４時～１６時（予約制）２歳３か月児歯科相談

（保健センター）金２１
土２２

◯外 ＝西村クリニック（緯７１２３－００５０）／◯内 ＝尾崎台クリニック（緯７１２７－６６７７）／◯産 ＝遠藤産婦人科医院（緯７１２４－７８６０）日２３
栄養相談会
（保健センター）

両親学級Ⅰ－②
（保健センター）月２４

精神保健福祉相談１４時～１６時（予約制）１歳６か月児健康診査
（保健センター）火２５

２歳３か月児歯科相談
（保健センター）

３か月児健康診査・ＢＣＧ予防接種
（保健センター）水２６

島会館３か月児健康診査・ＢＣＧ予防接種
（関宿保健センター）木２７

２歳３か月児歯科相談
（保健センター）金２８

土２９
◯外 ＝しばやま整形外科（緯７１２０－５３５５）／◯内 ＝野田病院（緯７１２７－３２００）／◯産 ＝杉崎クリニック（緯７１２５－１０７０）日３０

栄養相談会
（保健センター）

両親学級Ⅰ－③
（保健センター）月３１
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